
煙体験ハウス　組立説明書

フレーム各部の構成と名称(1間×3間/1間×4間)正しくお使い頂く為に

1,800㎜ 5,340（7,070）㎜

筋交い

①

②

③

④

パーツ名称 数量No.

角支柱　　　　　　　　4

1間桁　　　　　　　 　3

3間(4間)桁　　　　　8

⑤ 補助桁　　　　　　　　2　　　

中支柱　　　　　　　　2

⑥

⑦

⑧

⑨

パーツ名称 数量No.

天幕　　　　　　　　 　1

1方幕　　　　　　　　 1

仕切り幕　　　　　　　2

⑩ ウエイトバー 　　　　2

3方幕　　　　　　　　 1

1 .

5 .

フレームの組立-1

フレームの完成2.

6 .

フレームの組立-2

屋根をかぶせる3.

7 .

フレームの組立-3

横幕を取り付ける-14.

8 .

フレームの組立-4

横幕を取り付ける-2

【組立作業は、安全の為３人以上で行ってください。】組 立 手 順

角支柱（部品No①）を2人で持ちながら、1間桁（部品No③）を差込みます。

1人が角支柱を持った状態で、中支柱（部品No②）に3間(4間)桁（部品No④
）を差し込みます。

順次、1間桁と3間(4間)桁を差し込み、1つ目の長方形を完成させます。

同様の手順で、全ての桁を支柱に差し込みます。その後、補助桁（部品
No⑤）を取付けます。

3間(4間)桁（部品No④）を支柱に差込み固定します。合わせて筋交いを
固定し、フレームは完成です。この段階では柱は縮めたままです。

天幕（部品No⑥）をかぶせて、内側でフレームに固定します。天幕を
取り付けた後、柱を印の位置まで伸ばします。

3方幕（部品No⑦）をフレームへ固定します。桁へ結わいて固定した後、
バタつき防止の為、下桁へ結わきます。

1方幕（部品No⑧）を3方幕同様、フレームへ固定します。外側から、横幕
同士の隙間を塞ぐ為に、3方幕と1方幕を結わきます。

天幕を桁に固定

横幕を桁に固定

仕切幕を補助
　　　桁に固定

筋交い

この度は、弊社「煙体験ハウス」をお買い求め頂き、誠に有り難う御座います。
ご使用前に、この説明書を良くお読みの上、正しくお使い下さい。また、本書は大切に保管して下さい。
製品を末永くご愛用頂きます為に、下記に掲げる注意事項を正しくお守り頂きますようお願い申し上げます。

○本製品は、火災を想定し、避難訓練を行う事を目的として製造された

　 商品です。

○天候不順の時、風速10ｍを超える強風時はご使用を中止下さい。

○テントは必ず、電線、火器、炎から離れた場所に設置ください。

○テントに緩みなく、ピンと張った状態でご使用下さい。雨水がテントに

溜まると、パイプが曲がり、人や物品に損傷を与える原因となります。

○安全にご使用頂くために、設営・撤去時には、手袋をご使用下さい。

○メーカーの許可無く、改造や修理をしないで下さい。

本社 ：

9. 完成

テント補助桁の位置に、仕切幕(部品No.9)をぶら下げます（予めウエイトバー
(部品No.10)を組込みます）。スモークマシン(別売品)で煙を満たせば完成です。

【フレーム図】 【幕体図】
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